
世
界
最
初
の
海
底
ト
ン
ネ
ル

本
州
と
九
州
を
隔
て
る
関
門
海
峡
に
鉄
道
を

通
そ
う
と
す
る
計
画
は
、
一
九
一
一（
明
治
四
十

四
）年
、
鉄
道
院
総
裁
・
後
藤
新
平
が
そ
の
調
査

を
命
じ
た
こ
と
に
さ
か
の
ぼ
る
。
そ
し
て
、
橋
梁

案
を
廣
井
勇
が
、
ト
ン
ネ
ル
案
を
岡
野
昇
、
神
保

小
虎
、
田
邊
朔
郎
が
検
討
し
、
工
事
費
も
低
廉
で
、

国
防
上
も
有
利
な
後
者
に
決
定
し
た
。

工
事
が
具
体
化
し
た
の
は
、
一
九
三
五（
昭
和

十
）年
六
月
、
鉄
道
省
に
関
門
隧
道
技
術
委
員
会

が
設
置
さ
れ
て
か
ら
で
、
一
九
三
六（
昭
和
十
一
）

年
七
月
に
は
現
場
機
関
と
し
て
鉄
道
省
下
関
改

良
事
務
所
が
発
足
し
、
同
年
九
月
十
九
日
に
小
森

江
で
起
工
式
が
行
わ
れ
、
世
界
最
初
の
海
底
ト
ン

ネ
ル
の
工
事
が
開
始
さ
れ
た
。

ト
ン
ネ
ル
の
断
面
は
、
土
被
り
や
施
工
性
を
考

慮
し
て
単
線
並
列
式
と
し
、
山
岳
工
法
を
基
本
と

し
て
、
門
司
方
の
土
被
り
の
浅
い
区
間
で
開
削
工

法
と
潜
函
工
法
を
用
い
た
ほ
か
、
風
化
の
著
し
い

マ
サ
土
の
区
間
で
圧
気
山
岳
工
法
と
圧
気
シ
ー
ル

ド
工
法
を
採
用
し
た
。
シ
ー
ル
ド
工
法
は
、
国
内

で
す
で
に
二
例
あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
は
満
足
す

べ
き
も
の
で
な
か
っ
た
た
め
、
所
長
の
釘
宮
磐
は
、

対
米
関
係
が
悪
化
す
る
な
か
で
、
部
下
を
帯
同
し

て
ア
メ
リ
カ
の
最
新
事
情
を
視
察
し
、
万
全
を
期

し
た
。
そ
し
て
、
下
り
線
の
七
二
六
メ
ー
ト
ル
区

間
、
上
り
線
の
四
〇
五
メ
ー
ト
ル
区
間
を
シ
ー
ル

ド
工
法
で
掘
り
抜
き
、
実
用
化
へ
の
道
を
拓
い
た
。

関
門
ト
ン
ネ
ル
の
完
成

工
事
は
、
戦
時
体
制
下
に
あ
っ
て
突
貫
工
事
で

進
め
ら
れ
、
出
水
事
故
な
ど
を
克
服
し
な
が
ら
一

九
四
一（
昭
和
十
六
）年
七
月
十
日
に
は
下
り
線

の
本
坑
が
貫
通
し
た
。
貫
通
式
に
は
、
調
査
に
携

わ
っ
た
田
邊
朔
郎
も
七
十
九
歳
の
高
齢
を
押
し
て

参
列
し
、「
き
ょ
う
こ
そ
は
　
水
底
く
ぐ
る
　
洞

道
を
　
筑
紫
の
国
へ

あ
ゆ
み
往
く
た
め
」と
そ

の
感
慨
を
歌
に
詠
ん
だ
。
そ
し
て
、
一
九
四
二

（
昭
和
十
七
）年
十
一
月
十
五
日
に
下
り
線（
延
長

三
、
六
一
四
メ
ー
ト
ル
）が
、
続
い
て
一
九
四
四

（
昭
和
十
九
）年
八
月
八
日
に
上
り
線（
延
長
三
、

六
〇
五
メ
ー
ト
ル
）が
開
業
し
た
。
下
関
│
門
司

間
は
、
煤
煙
や
勾
配
な
ど
を
考
慮
し
て
直
流
一
、

五
〇
〇
ボ
ル
ト
で
電
化
さ
れ
、
塩
害
に
強
い
ス
テ

ン
レ
ス
製
車
体
を
用
い
た
E
F
10
形
電
気
機
関
車

が
、
颯
爽
と
く
ぐ
り
抜
け
た
。

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
を
祝
し
て
記
念
歌
が

公
募
さ
れ
、
坂
本
正
雄
作
詞
、
大
久
保
徳
二
郎
作

曲
に
よ
る
国
民
歌『
海
の
底
さ
え
汽
車
は
行
く
』

が
選
ば
れ
た
が
、
時
局
を
反
映
し
て
戦
時
色
の
濃

い
曲
と
な
っ
た
。
関
門
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
は
、
鉄

道
輸
送
に
と
っ
て
も
国
家
の
命
運
を
賭
け
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
戦
後
、
日
本
に
進
駐
し
て
き
た
連

合
軍
が
、
鉄
道
関
係
者
に
真
っ
先
に
尋
ね
た
質
問

は
、「
関
門
ト
ン
ネ
ル
は
無
事
か
？
」で
あ
っ
た
と

伝
え
ら
れ
る
。

関
門
ト
ン
ネ
ル
の
災
害
と
保
守

関
門
ト
ン
ネ
ル
で
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
災
害

に
、
一
九
五
三（
昭
和
二
十
八
）年
の
水
害
が
あ

る
。
同
年
六
月
二
十
五
日
よ
り
降
り
出
し
た
雨

は
、
二
十
八
日
朝
に
は
土
砂
降
り
と
な
り
、
市
内

の
河
川
が
氾
濫
し
て
立
坑
や
坑
門
か
ら
流
下
し
、

十
五
時
頃
ま
で
に
ト
ン
ネ
ル
延
長
の
六
十
八
％
に

相
当
す
る
約
二
、
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
区
間
が
水
没

し
た
。
排
水
・
排
土
作
業
は
、
七
月
一
日
よ
り
開

始
さ
れ
、
同
十
九
日
に
全
線
が
復
旧
す
る
に
至
っ

た
。
こ
の
災
害
の
教
訓
か
ら
、
防
水
扉
の
設
置
、

排
水
ポ
ン
プ
の
強
化
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
後
も
、
一
九
六
七（
昭
和
四
十
二
）年
か

ら
二
年
間
か
け
て
、
輸
送
量
の
増
大
に
対
応
す
る

た
め
、レ
ー
ル
の
六
〇
キ
ロ
化
や
特
殊
ま
く
ら
ぎ

の
交
換
工
事
を
実
施
し
、
軌
道
構
造
の
強
化
が
図

ら
れ
る
な
ど
、
ト
ン
ネ
ル
を
維
持
す
る
た
め
の
保

守
管
理
が
間
断
な
く
続
け
ら
れ
、
現
在
に
至
っ
て

い
る
。

関
門
ト
ン
ネ
ル
は
、
関
係
者
以
外
は
立
ち
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
列
車
で
く
ぐ
り
抜
け
る

し
か
な
い
が
、
彦
島
に
あ
る
下
関
方
の
坑
門
付
近

に
は
、
上
下
線
の
間
に
工
事
の
犠
牲
と
な
っ
た
三

十
二
柱
の
殉
職
碑
が
あ
り
、
線
路
の
外
か
ら
も
眺

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
弟
子

で

し

待ま
ち

と
小
森
江

に
は
立
坑
の
跡
が
残
り
、
こ
の
う
ち
試
掘
立
坑

は
、
保
守
管
理
用
の
施
設
と
し
て
、
今
も
用
い
ら

れ
て
い
る
。
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焼きカレー

門司と言えば、バナナのたたき売

りの発祥地として有名だが、最

近注目を集めているのが焼きカレー。

50年ほど前に門司港駅近くの栄町銀天

街の某喫茶店が、残りもののカレーを

使って考案し、新メニューとして加え

たのが始まりとか。ご飯にカレーをか

けてチーズを散らし、オーブンで焼く

のが基本だが、トッピングなどは店ご

とに工夫されている。門司港駅周辺で

約20軒が味を競う。
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海
の
底
さ
え
汽
車
は
行
く

―
関
門
ト
ン
ネ
ル
―

z建設中の関門トンネル（絵葉書：
筆者所蔵）x関門トンネル殉職碑
と下関方坑門（勾配の関係でトンネ
ルの高さが上下線で異なる）（写真
はJR九州構造物技術センターの協
力により線路内にて撮影）c小森
江の試掘立坑（現在も保守管理に
用いられている）v関門トンネルの
位置図
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